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北海道知事 鈴木 直道 殿 
　脱原発をめざす北電株主の会　代表　マシオン恵美香

北海道電力泊3号機再稼働同意の撤回を求める要望書

2025年12月10日、知事及び北海道議会は、北海道電力3号機の再稼働同意を正式表明し、18日には知事自らが上京し、国に稼働同意の報告、安全対策や泊原発周辺地域の原子力防災対策に係る要請をしました。このわずか5日後の12月23日、原子力規制委員会の審査会合で「(泊原発3号機の)詳細設計を示した工事計画認可申請の補正書や関連資料に数値の誤りが計314カ所あった」ことが浮上しました。しかしながら、規制委員会は「泊原発の今後の審査スケジュールに影響しない」とし、知事も北海道議会も、この判断に対して抗議していません。これほど多くの報告ミスを軽視すべきではなく、当然、稼働同意を撤回する必要があります。道民の道政への不信を招きかねません。
また、2026年1月7日の原子力規制委員会（以下、規制委）において、中部電力浜岡原子力発電所の基準地震動算定に関わるデータに不正があったことが公表されました（規制委委員長が報告を受けたのは昨年12月18日）。規制委は内部通報（2025年2月）があるまでこの不正を把握できず、「データの不正を、審査で科学的に見抜くのは困難」とした一方で、「他の事業者の原発に関する審査見直しは不要」とし、厳格になされるべき規制の姿勢が感じられませんでした。
鈴木知事も2026年1月9日の会見において、規制委のこの方針を容認する発言をされました。この発言によって知事の「原子力防災に終わりはない」（2025年10月29日原子力防災避難訓練時の会見での発言）との方針さえ、信頼性を棄損しました。
事業者が提出した関連データは細やかに厳しく検証・確認されてこそ、安全性について住民の理解や信頼に辿り着くことができます。規制側が自ら「不正を見抜けない」と規制能力の無さを認めた以上、今後は関係書類に使用された生のデータ情報を公開し、規制委は第三者と共に、事業者が提出したデータの謝りや都合の良い情報だけを選定するなどの不正がないか、詳細に確認すべきです。
更に、この確認を完了するまで、北海道として泊原発の稼働同意を見合わせる（停止しておく）、また貴職は、道民の命と暮らしを守る責任ある自治体首長として、泊原発の稼働同意そのものを撤回する厳格な態度を示すべきと考えます。

北海道知事、北海道議会に対し、下記を要望します
記
一、泊3号機再稼働同意をただちに撤回すること
二、原子力規制委員会に対し、泊3号機に関する安全審査適合を含む審査の厳正な見直しを求めること
三、泊3号機の新規制基準適合性審査において北海道電力が提出したデータ内容を総て公開すること 

以上

2026 年 1 月 21 日       北海道知事   鈴木   直道   殿       脱原発 をめざす 北電株主 の 会   代表   マシオン 恵美香     北海道電力泊 3 号機再稼働 同意 の 撤回 を 求 める 要望 書     2025 年 12 月 10 日、 知事 及 び 北海道議会 は、 北海道電力 3 号機 の 再稼働 同意 を 正式 表明 し、 18 日 に は 知事自 らが 上京 し、 国 に 稼働 同意 の 報告、 安全対策 や 泊 原発周辺 地域 の 原子力防災対策 に 係 る 要請 を し ました。このわずか 5 日後 の 12 月 23 日、 原子力規制委員会 の 審査会合 で 「 ( 泊原発 3 号 機 の ) 詳細設 計 を 示 した 工事計画認可申請 の 補正書 や 関連資料 に 数値 の 誤 りが 計 314 カ 所 あった 」ことが 浮上 しまし た。しかし ながら 、 規制委員会 は「 泊原発 の 今後 の 審査 スケジュール に 影響 しない」とし、 知事 も 北海道 議会 も 、 この 判断 に 対 し て 抗議 していません。これほど 多 くの 報告 ミス を 軽視 すべきではなく、 当然、稼 働 同意 を 撤回 する 必要 があります。 道民 の 道政 への 不信 を 招 きかねません。   また、 2026 年 1 月 7 日 の 原子力規制委員会（以下、 規制委 ） において、 中部電力浜岡原子力発電所 の 基準地震動算定 に 関 わる データ に 不正 があったことが 公表 されました（ 規制 委委員長 が 報告 を 受 けたの は 昨年 12 月 18 日）。 規制委 は 内部通報 （ 2025 年 2 月） があるまでこの 不正 を 把握 できず 、「 データ の 不 正 を、 審査 で 科学的 に 見抜 くのは 困難」 とした 一方 で、「 他 の 事業者 の 原発 に 関 する 審査見直 しは 不要 」 と し、 厳格 になされるべき 規制 の 姿勢 が 感 じられませんでした。   鈴木 知事 も 2026 年 1 月 9 日 の 会見 において、 規制委 のこの 方針 を 容認 する 発言 を され ました。 この 発 言 に よって 知事 の 「 原子力防災 に 終 わりはない」（ 2025 年 10 月 29 日原子力防災避難訓練時 の 会見 での 発言） との 方針 さえ 、 信頼性 を 棄損 し ました。   事業 者 が 提出 した 関連 データ は 細 やかに 厳 しく 検証 ・ 確認 されてこそ 、 安全性 について 住民 の 理解 や 信頼 に 辿 り 着 くことができ ます。 規制側 が 自 ら「 不正 を 見抜 けない」と 規制能力 の 無 さを 認 め た 以上、 今後 は 関係書類 に 使用 された 生 の データ 情報 を 公開 し、 規制委 は 第三者 と 共 に 、 事業者 が 提出 した デー タ の 謝 りや 都合 の 良 い 情報 だけを 選定 するなどの 不正 がないか、 詳細 に 確認 す べきです。   更 に、この 確認 を 完了 するまで、 北海道 として 泊原発 の 稼働 同意 を 見合 わせる（ 停止 しておく）、また 貴職 は 、 道民 の 命 と 暮 らしを 守 る 責任 ある 自治体首長 として 、 泊原発 の 稼働 同意 そのものを 撤回 する 厳 格 な 態度 を 示 すべきと 考 えます。     北海道知事、北海道議会 に 対 し、 下記 を 要望 します   記   一、 泊 3 号機再稼働 同意 を ただち に 撤回 すること   二 、 原子力規制委員会 に 対 し、 泊 3 号機 に 関 する 安全審査適合 を 含 む 審査 の 厳正 な 見直 しを 求 めること   三 、 泊 3 号機 の 新規制基準適合性審査 において 北海道電力 が 提出 した データ 内容 を 総 て 公開 すること       以上  

